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東京災害ボランティアネットワーク 

２０１７年度総会議案書 
 

日時：２０１７年７月１５日（土） １５：００～１６：１５ 

 

場所：東京都生協連会館３階会議室 
    （中野区中央５-４１-１８東京都生協連会館） 

 

 
議案提案・審議内容 

■２０１６年度活動報告    Ｐ０２ 

■２０１６年度会計報告    Ｐ１４ 

■２０１６年度監査報告    Ｐ１５ 

■２０１７年度活動計画（案）    Ｐ１６ 

■２０１７年度予算（案）    Ｐ２０ 

■２０１７年度役員体制（案）    Ｐ２１ 

  ■２０１７年度運営委員体制（案）   Ｐ２１ 
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＜首都圏大災害に向けた具体的な対応策の検討＞ 

今後３０年間に７０％の確率で発生するといわれている首都直下地震をはじめ、首都圏での大災害を想定した被

災者支援活動の具体的な対応策について、「東京都災害ボランティアセンター アクションプラン推進会議」の幹

事団体として、またこれまで被災者支援活動を実践してきたネットワークとして、関係の各団体と連携しながら検討

をしてきました。 

 

 

東京都災害ボランティアセンター アクションプラン推進会議での取り組み 

  ２０１４年７月に設立した東京都災害ボランティアセンター アクションプラン推進会議の幹事団体として、アクシ

ョンプランの推進に積極的に関わっていきました。 

 

＜アクションプランにもとづく取り組み＞ 

   ①被災者支援・ネットワーク調整事業、②災害ＶＣ設置・運営支援事業、③被災情報・支援情報の収集と発

信事業、④人材育成事業と、アクションプラン通り４つのカテゴリーで取り組みを進めていきます。全ての事業

において、アクションプラン推進会議の幹事団体（それぞれのネットワーク参加団体含む）や全体会参加団体、

または地域の市区町村社協や関係のあるＮＰＯ・ＮＧＯ団体と協働で実施することで、アクションプランが見据

える災害時の被災者支援につながる関係づくりを進めていきました。 

 

 ◇アクションプランにもとづく主な取り組み 

①被災者支援・ネットワーク調整事業 

◆ＮＰＯ・ＮＧＯ担当ブロック制：都内５つの地区でＮＰＯ・ＮＧＯと社協ブロックが情報交換できる場を設けた。 

＜実施地区＞：城北ブロック（北区、台東区、荒川区、文京区）、城東ブロック（足立区、江戸川区、

墨田区、葛飾区、江東区）、北西ブロック（立川市、国分寺市、国立市、東大和

市、武蔵村山市、昭島市）、北南ブロック（小金井市、府中市、調布市、三鷹市、

狛江市）、北北ブロック（武蔵野市、東久留米市、東村山市、小平市、清瀬市） 

◆東京都が実施した災害対策本部訓練への参加 

東京都総務局総合防災部による災害対策本部訓練（図上訓練）が２０１７年１月３１日に開催され、

この訓練にアクションプラン推進会議の幹事団体としてオブザーバー参加。アクションプラン推進会

議の参加団体から計１０名が参加している。 

②災害ＶＣ設置・運営支援事業 

 ◆「災害ボランティアセンター設置・運営のヒント」の普及 

   東京ボランティア・市民活動センターにて、２０１４年度に作成した小冊子「災害ボランティアセンター

設置・運営のヒント」を使用した講座を実施。 

 ◆メールマガジン「災害ボランティアＮｅｗｓ東京」の配信（１回/月：計１２回） 

◆ブロック情報交換会の開催（被災者支援・ネットワーク調整事業として実施） 

    ＜実施地区＞：城西ブロック（中野区、杉並区、豊島区、練馬区、板橋区）、南多摩ブロック（町

田市、稲城市、多摩市、日野市、八王子市） 

③被災情報・支援情報の収集と発信事業 

 ◆２０１４年度に作成した小冊子「災害ボランティアセンターにおける広報ガイドライン」の普及を実施 

 ◆災害ＶＣ広報担当研修の実施：２０１６年７月、９月（八王子市） 

④人材育成事業 

 ◆講座や訓練と通したブロック内外の団体連携 

：講座を協働形式で実施。１３団体からの講師依頼をアクションプラン推進会議参加団体に

つなぐことで連携を深めた。 

２０１６年度活動報告 
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 ◆東京都災害ＶＣ訓練の実施：２０１６年９月４日東京都・葛飾区・墨田区合同総合防災訓練で実施 

 ◆首都直下地震時の災害ボランティア活動連携訓練の実施 

   日時：２０１７年２月２１日  場所：立川市市民会館（たましんＲＩＳＵＲＵホール） 

   参加：プレイヤー３９名、見学者６１名 

   ※なお、この連携訓練を実施するにあたり、ワーキンググループを設置し、訓練の企画・運営をおこなっ 

た。ワーキンググループの会義は２０１６年９月から計６回実施。 

 ◆勉強会の実施 

  ２０１６年０５月２４日 熊本地震の支援について 

  ２０１６年０７月２６日 災害時における行政とボランティア・ＮＰＯの連携のあり方や課題について（） 

  ２０１６年１１月２２日 全国災害ボランティア団体支援ネットワーク（ＪＶＯＡＤ）について 

  ２０１７年０１月２４日 中央共同募金会の市民活動助成金「ボラサポ」の取り組みを学ぶ 

   

＜アクションプラン推進会議 全体会/幹事会の開催＞ 

   アクションプランを推進するにあたり、事業推進のための恬報収集、事業の推進状況の共有等を図るため、

アクションプランに賛同する団体/協力いただいている団体を対象とした全体会を、アクシヨンプラン推進会議

幹事団体を対象とした幹事会を開催しました。 

 

   ◇全体会の開催： 第一回：２０１６.０５.２４ ２０１５年度活動報告/２０１６年度活動計画について等 

              第二回：２０１６.０７.２６ 東京都・葛飾区・墨田区合同総合防災訓練について等 

 第三回：２０１６.１１.２２ 東京都・葛飾区・墨田区合同総合防災訓練振返り、連携訓練の進

捗確認等 

第四回：２０１７.０１.２４ 連携訓練の進捗確認等 

    

   ◇幹事会の開催： 第一回：２０１５.０４.１９ ２０１５年度活動報告/２０１６年度活動計画について等 

第二回：２０１５.０６.２１ 東京都・葛飾区・墨田区合同総合防災訓練について等 

        第三回：２０１５.０８.０６ 東京都・葛飾区・墨田区合同総合防災訓練について等 

第四回：２０１５.１０.１１ 東京都・葛飾区・墨田区合同総合防災訓練報告、連携訓練について等 

第五回：２０１６.１２.２８ 連携訓練について等 

第六回：２０１７.０３.０１ 連携訓練振り返り、来年度の活動について等 

 

＜その他の取り組み＞ 

   ◇東京都災害ボランティアセンターの概要作成の検討 

◇アクションプラン推進会議の運営体制の検討、アクションプラン（５か年中期実行委計画）の見直し 

  事務局であるＴＶＡＣが、幹事団体（ＪＰＦ、ＪＡＮＩＣ、ＪＣ東京ブロック協議会、東京都生協連、東社協区

市町村社協部会）や関係団体（ＳＶＡ、ピースボート災害ボランティアセンター）へのヒアリングを実施。 

◇熊本地震への対応 

  ２０１６年４月１４日、１６日に発生した熊本地震に対し、アクションプラン推進会議として情報共有ならびに

被災地への調査、支援活動の検討、支援活動報告会を実施。 

 

＜アクションプラン推進会議の概要＞ 

名 称    ： 東京都災害ボランティアセンター アクションプラン推進会議 

事務局   ： 東京ボランティア・市民活動センター 

幹事団体（７団体） 

         ： 国際協力ＮＧＯセンター（ＪＡＮＩＣ）/ジャパン・プラットフォーム（ＪＰＦ）/東京災害ボランティア 

ネットワーク/東京都社会福祉協議会区市町村社会福祉協議会部会/東京都生活協同組 
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合連合会/東京ボランティア・市民活動センター（ＴＶＡＣ）＝事務局/日本青年会議所関東 

地区東京ブロック協議会  （５０音順） 

   参加団体（参加実績のある団体：１２団体） 

   ： ＡＤＲＡ Ｊａｐａｎ/グッドネーバーズ・ジャパン/ケア・インターナショナルジャパン/国際ボラン 

ティア学生協会（ＩＶＵＳＡ）/災害復興まちづくり支援機構/シャプラニール＝市民による海外 

協力の会/シャンティ国際ボランティア会（ＳＶＡ）/ＪＵＯＮ（樹恩）ＮＥＴＷＯＲＫ/真如苑ＳｅＲ 

Ｖ/東京ＹＭＣＡ/難民支援協会/ＮＩＣＥ/ピースボート災害ボランティアセンター/ＮＩＣＥ 

 

＜アクションプラン推進会議設置の背景と目的＞ 

    ２０１３年２月～２０１４年３月に実施された「東京都災害ボランティアセンター（仮称）の運営等に関す

る検討委員会」（以下、検討委員会）は、平時から取り組むべき事項を盛り込んだ五か年の中期実行計

画「アクションプラン」をまとめ、同時にプランを推進する「アクションプラン推進会議」（以下、推進会議）

を設置し、多様な団体が共に取り組みを進めていくことを提案しました。 

    検討委員会の提案を受け、区市町村ボランティアセンターや災害ボランティア・ＮＰＯ/ＮＧＯ等が災害

時に円滑に支援活動を行うことができる環境をあらかじめ整える目的のもと、東京ボランティア・市民活

動センターが事務局を担い、検討委員会に参画していた都内のネットワーク団体が幹事団体となり、推

進会議が設置されました。 

    推進会議は、アクションプランを具体化した取り組みを実施すると同時に、検討委員会で残った課題

である協議体（団体）の立ち上げや、東京都災害ボランティアセンターのマニュアルの見直し等も検討す

ることになっています。 

 

 

全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（ＪＶＯＡＤ）での取り組み 

東日本大震災を受けて、今後の広域災害時を想定したボランティア・ＮＰＯ/ＮＧＯ等の調整機関を全国域で

設立する準備が進み、２０１６年１１月、正式にＮＰＯ法人として設立しました。東災ボは都域のネットワークです

が、全国域の取り組みと連動した防災・減災の取り組みを意識するため、ＪＶＯＡＤ準備会に参画し、法人設立

と同時に運営委員団体として各種取り組みを実施しました。 

 

   ＜全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（ＪＶＯＡＤ）準備会 定例会＞ 

 ２０１６年０４月０５日 全国フォーラム報告書について/法人化に向けた取り組みについて等 

 ２０１６年０５月１０日 熊本地震への対応について等/法人化に向けた取り組みについて等 

 

＜全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（ＪＶＯＡＤ）設立総会＞ 

 日時：２０１６年６月７日（火）１６～１８時 

 場所：日本青年会議所（ＪＣ会館） ５０２/５０３号室 

 議案：①特定非営利活動法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD )の 

設立について（設立趣意書に関する事項 設立趣意書に関する事項） 

②特定非営利活動法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD )定款について 

③設立当初の役員について 

④設立当初の資産について 

⑤設立初年度及び翌の事業計画収支予算について 

⑥設立当初の会費について 

⑦確認書の確認について 

⑧法人設立認証申請について 

⑨設立当初の事務所在地について 
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＜全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（ＪＶＯＡＤ） 運営委員会＞ 

２０１６年６月に東京都へＮＰＯ法人設立の申請書類を提出後に設立総会を実施。その後は、ＪＶＯＡＤ準

備会ではなく、運営委員会として、毎月１度の定例会を持つこととなりました。２０１６年１１月に設立登記を

完了し、１１月の運営委員会を第一回運営委員会として実施しています。 

 

２０１６年０６月２１日 法人化までの手続きに関しての確認/防災国民大会について/熊本地震について等 

２０１６年０７月１９日 運営委員会規約と運営委員選出について/防災推進国民大会について等 

２０１６年０８月２３日 運営委員会規約と運営委員選出について/防災推進国民大会について等 

２０１６年０９月２０日 台風１０号による北海道・東北地方について/今後の災害出動基準についての検討等 

２０１６年１０月１８日 法人設立後の理事会について/全国フォーラムについて等 

２０１６年１１月２９日 理事会報告/専門委員会設置の検討/全国フォーラムについて等 

２０１６年１２月２０日 全国フォーラムについて/専門委員会設置について等 

２０１７年０１月２４日 全国フォーラムについて/都道府県域との関係構築について等 

２０１７年０２月２１日 全国フォーラムについて/都道府県域との関係構築について等 

２０１７年０３月２１日 全国フォーラムについて/都道府県域との関係構築について/専門委員会報告等 

 

   ＜全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（ＪＶＯＡＤ）団体概要＞ 

    名称 特定非営利活動法人 全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（略称：ＪＶＯＡＤ） 

設立日 ２０１６年１１月１日 

役員 代表理事 栗田暢之（震災がつなぐ全国ネットワーク） 

理事 大橋正明（国際協力NGOセンター）、阿久津幸彦（ジャパン・プラットフォーム）、池田 

祥護（日本青年会議所）、萩原なつ子（日本 NPOセンター）、高橋良太（全国社会福 

祉協議会）、笹川博子（日本生活協同組合連合会：～２０１７年６月）、二村睦子（日 

本生活協同組合連合会：２０１７年７月～）、阪本真由美（兵庫県立大学大学院）、 

明城徹也（ＪＶＯＡＤ事務局） 

監事 大城聡（弁護士）、鶴町昌司（税理士） 

正会員団体 ２２団体（五十音順） 

カリタスジャパン／クロスオーバーラボ／国際協力 NGO センター／ジャパン・プラット フォーム

／情報支援レスキュー隊／震災がつなぐ全国ネットワーク／全国社会福祉協議会／チーム中

越／中央共同募金会／東京災害ボランティアネットワーク／難民支援協会／難民を助ける会

／日本NPOセンター／日本生活協同組合連合会／日本青年会議所／日本赤十字社／日本

YMCA 同盟／パーソナルサポートセンター／ピースボート災害ボランティアセンター／東日本大

震災支援全国ネットワーク／福祉防災コミュニティ協会／レスキューストックヤード 

設立パートナー（設立支援） 武田薬品工業株式会社 

プログラム・パートナー（活動助成）ａｃｔ ａｌｌｉａｎｃｅ、中央共同募金会 

沿革 ２０１３年７月 第１回広域災害調整機関（ＪＶＯＡＤ）設立に関する準備会を開催。 

以降、毎月１回のペースで実施。 

２０１４年１月 米国視察を実施。National Voluntary Organizations Active in Disaster 

（NVOAD）等を訪問し、災害対応における官民連携や支援のコーディネー 

ションの仕組について学ぶ。 

２０１４年５月 「広域災害に備えた官民連携を考える研究会～米国 NVOAD に学ぶ～」 

（東京）を実施。行政、企業、NPO、研究者など約 100名以上が参加。内 

閣府、経団連からも登壇。 

２０１５年３月 第３回国連防災世界会議パブリックフォーラム「災害時における支援調整 

の仕組を考える～新たな官民連携・コーディネーション機能構築に向けて 
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～」を開催。行政、企業、NPO等から２００名が参加。 

２０１５年４月 「全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（ＪＶＯＡＤ）準備会」に名称 

変更。 

２０１５年５月 米国ＮＶＯＡＤ年次大会に参加。 

２０１５年９月 関東東北豪雨災害への対応として、常総市における官民の支援の調整な 

どを行う（翌年３月まで継続）。 

２０１５年１０月 人と防災未来センター「災害対策専門研修」にて「ＮＧＯ/ＮＰＯの災害対 

応と協働」の講義を実施。 

２０１６年２月 「災害時の連携を考える全国フォーラム」を開催。２日間にわたり、産官学 

民などから４５５名が参加。 

２０１６年４月 熊本地震への対応として、支援団体間および行政・社協・ＮＰＯ間の連携 

会議等を継続して開催。 

２０１６年６月 ＪＶＯＡＤ「設立総会」を開催。ＮＰＯ法人の認証申請を東京都に提出。 

２０１６年８月 第１回防災推進国民大会（内閣府）に参加。「市民セクターの連携」などに 

企画・登壇。 

２０１６年１１月 特定非営利活動法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（通称Ｊ 

ＶＯＡＤ）設立。 

 

 

  その他 

    

 ＜第１２回静岡県内外の災害ボランティアによる救援活動のための図上訓練への参画＞ 

静岡県ボランティア協会が中心となり、県や県社会福祉協議会はもとより、県内市町の社会福祉協議会や

災害ボランティア団体、また企業や労働団体等と連携して１２年前から取り組んでいる訓練に、企画作成ワ

ーキンググループの一員として参画しました。 

 

 名称：第１２回静岡県内外の災害ボランティアによる救援活動のための図上訓練 

日時：２０１７年３月４日～５日 

場所：静岡県勤労者総合会館（静岡労政会館）６階ホール、他 

主催：静岡県労働者福祉基金協会/静岡県ボランティア協会 

共催：静岡県/静岡県社会福祉協議会/静岡県内市町社会福祉協議会 

協力：静岡県労働者福祉協議会/連合静岡/静岡県労働金庫/日本財団 

実施主体：静岡県ボランティア協会/東海地震等に備えた災害ボランティアネットワーク委員会 

内容：ワークショップ型訓練  

参加：３１３名 

 

※訓練前に企画運営のためのワーキンググループ会議（静岡県内外で３３名）が、実施主体となっている

「東海地震等に備えた災害ボランティアネットワーク委員会」内に設置され、計７回の会義を経て実施さ

れています 

  第一回２０１６.０７.２０  第二回２０１６.０８.１６  第三回２０１６.０９.３０   

  第四回２０１６.１１.２４  第五回２０１７.０１.１２  第六回２０１７.０２.０２ 

  第七回２０１７.０４.１９（振り返り） 

 

＜防災推進国民大会への参加＞ 

２０１６年８月２７日～２８日に開催された内閣府主催：防災とボランティアのつどいに参加しました。 
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日時：２０１６年８月２７日（土）～２８日（日） 

場所：東京大学本郷キャンパス 

テーマ：大規模災害への備え～過去に学び未来を拓く～ 

内容：特別基調講演「大規模災害への備え～過去に学び未来を拓く～：大西隆（日本学術会議会長）」 

    特別シンポジウム「各界の代表者が地域における災害の備えと連携について語る」 

    防災実践者による分野別のディスカッション 

     市民セクターの連携/企業の対応と自治体との連携/熊本地震と東日本大震災に学ぶ地域の防災 

力等 

      主催：第１回防災推進国民大会実行委員会（内閣府、防災推進協議会、防災推進国民会議） 

 

 

 

２０１６年の東京都災害ボランティアセンターアクションプラン推進会議の設置後、東京災害ボランティアネットワ

ークは、＜首都圏大災害に向けた具体的な対応策の検討＞を、主にアクションプラン推進会議の幹事団体として

実施してきました。 

アクションプラン推進会議 

 東京都と「災害ボランティア活動支援に関する協定」を結んでいる東京ボランティア・市民活動センターが

中心になることで、都行政との連携を検討できる会議体となっています 

 一方で、その機能や役割については、まだ議論が必要で、災害後に設置される東京都災害ボランティア

センターとの関係についても整理が必要となっています 

想定されている首都直下地震をはじめとした大規模災害に備えるためには、多様な団体との連携、および行政

機関との連携は必要不可欠と考えています。 

その機能、運営体制等が議論されているアクションプラン推進会議の中で、東京災害ボランティアネットワーク

のこれまでの経験と、関係性は活かされています。 

 

 

 

 

＜地域や組織・団体の防災力向上に向けた取り組み＞ 

例年と同様に、地域や組織・団体の防災力向上に向けた取り組みとして、講師派遣やプログラム提供を実施して

きました。２０１６年度は、前述の東京都災害ボランティアセンターアクションプラン推進会議の人材育成と連動し

た形で、複数の団体の取り組みを協働で実施できるように工夫をしました。 

 

  講師・プログラム派遣、委員派遣、委託事業等 

 

＜講師派遣・プログラム提供等＞ 

２０１６.０４.０４ 日本財団「Ｄ-ｓａｃ研修会（Ｕｎｉｔ０）」 

２０１６.０４.１１ 日本財団「Ｄ-ｓａｃ研修会（Ｕｎｉｔ１）」 

２０１６.０４.２８ 中央ろうきん友の会「広域避難者との意見交換会」 

２０１６.０７.１４ パルシステム東京「震災と水」学習会＠新宿 

２０１６.０７.１５ パルシステム東京「震災と水」学習会＠国分寺 

２０１６.０８.２９ 千葉県高校生等防災教育基礎講座「県立佐原高校」 

２０１６.０９.０２  千葉県高校生等防災教育基礎講座「関宿高校」 
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２０１６.１０.１５ 西東京ＶＣ災害ボランティア養成講座「災害時要配慮者の課題を考える」 

２０１６.１１.２２ 震災がつなぐ全国ネットワーク 

「熊本地震・避難所支援の課題と解決策への知恵の共有ワークショップ」 

２０１６.１１.２９ 福島県復興支援員研修会 

２０１６.１２.０３ 金光教東京センター「ボランティア交流会：東京における防災・減災ボランティア」 

２０１６.１２.０７ 田園調布地域包括支援センター防災セミナー「地域づくりから考える防災」 

２０１７.０１.２５ ちよだモデルネットワーク「区内の被害状況と企業による支援を考える」学習会 

２０１７.０２.０２ 中央ろうきん友の会新任支部会長研修会「南三陸町からの声」 

 

＜委員派遣等＞ 

東日本大震災支援全国ネットワーク    代表世話人  山崎 

東京都共同募金会配分委員会    委員派遣   上原 

東京都生活協同組合連合会     理事派遣  福田 

静岡県ボランティア協会「第１２回図上訓練」ワーキンググループ 委員派遣  福田 

全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（ＪＶＯＡＤ）運営委員会 委員派遣  福田 

＜委託事業等＞ 

地域や組織・団体といった「集団として」の防災力向上に向け、市民講座や研修などを開催しました 

 

      ◇東京ボランティア・市民活動センターの各種事業への協力 

東京ボランティア・市民活動センターの各種事業には、資料提供、プログラム提供等を実施させていた

だき、アクションプラン推進会議はもとより都内市区ＶＣの講座・研修で役立てていただいています。 

 

 

１．１７イベントの開催 

毎年１月１７日前後に全国的に開催されている「１.１７灯りのつどい」。東京災害ボランティアネットワークでは、２

０００年から取り組み続けているイベントですが、多くの団体とともに連携・協働するイベントとして定着していま

す。 

＜いま、わたしたちに、できること。２０１７ ＫＯＢＥ ＭＥＭＯＲＩＡＬ １.１７灯りのつどい＞ 

日 時:２０１７年１月１４日（土） １６時００分～１８時００分 

場 所：東京国際フォーラム地上広場 

内 容：シンポジウム/灯りのつどい/展示/防災クイズ/煙体験ハウス/炊き出し/スクリーン映像 

参加者：４５０名 

主 催：東京災害ボランティアネットワーク 

共 催：㈱東京国際フォーラム／東京ボランティア・市民活動センター 

 

 

東日本大震災後、数多くの団体が、防災・減災をテーマにした活動に取り組み始めました。 

特に、これまで海外支援を活動の中心に置いていたＮＧＯの方々や社会福祉協議会（ボランティアセンター）が、

市民防災や地域防災に関わりはじめています。 

その動きは一過性ではなく、恒常的なものになりつつあることを踏まえ、市民や地域と、それらの団体のつながり

を強化していくことが重要であると認識しています。 

東京災害ボランティアネットワークは、これまでの関係性を活かしながら、ＮＧＯや社会福祉協議会（ボランティ

アセンター）と市民防災/地域防災、テーマ型団体とエリア型団体がつながりを持てるような取り組みを実施してき

ています。 
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＜被災者支援活動（交流活動）の取り組み＞ 

２０１６年度は、４月に発災した熊本地震での被災者支援活動募金を実施しました。直接的に被災者支援を実

施するわけではありませんが、遠距離にいる私たちができることとして取り組みを実施しました。 

東日本大震災被災者支援活動については、２０１５年度と同様に、２０１１～２０１３年まで東災ボが現地に事務

局を置いて支援してきた宮城県南三陸町・登米市の仮設住宅、および地域の方々との交流活動や、都内に避難

してきている広域避難者支援活動を二つの軸として取り組みを実施してきました。また、２０１３年１０月に発災した

伊豆大島との復興支援活動（交流活動）や、２００５年から１１年間続けている三宅島との交流活動に取り組みま

した。 

 

熊本地震被災者支援街頭募金活動 

    ２０１６年４月１４日以降、熊本県熊本地方で起こった地震により、２００名を超える犠牲者が出てしまうとい

う被害がありました（２０１７年４月１３日内閣府発表より）。 

そんな中、数多くの組織/団体・個人が被災者の支援を実施していきました。発災当初、遠く離れた東京

でも、「被災地のために何かできないか」と東京災害ボランティアネットワークや参加団体に問い合わせる方

が数多くおられる中、東京災害ボランティアネットワークでは、さまざまな団体と協働で一斉街頭募金を実施

しました。 

都内各地での街頭募金を通して、熊本の被災者に東京からエールを送る機会となると同時に、都内区市

町ボランティアセンターを中心として、地域のボランティア団体、市民団体や、都域で活動する生協、労働団

体等各種団体が連携した取り組みとなりました。 

 

    ＜活動期間と内容＞ 

       ２０１７年５月１５日   都内１５か所で実施 参加者２５８名 募金額：計８８０,０７０円 

２０１７年６月１１日～１５日 都内１４か所で実施 参加者３２３名 募金額：計８３３,４９４円 

２０１７年７月０９日～１３日 都内２０か所で実施 参加者４２９名 募金額：計１,２７３,８７１円 

 

市区町村社協が個別に募金した金額（５２７,５９３円）を除いた、２,４５９,８４２円を東災ボが預かり、  

１ ,５０１,５０７円を義援金として、９５８ ,３３５円を支援金（東京ＹＭＣＡ、ＡＤＲＡ Ｊａｐａｎ、ＳＶＡ）と    

してお渡ししています。 

 

 

東日本大震災被災者支援活動 

２０１５年度と同様に、これまでの支援活動で縁を持ち続けている仮設住宅やその周辺の方々との交流活動を

継続していきました。 

    

＜被災地での訪問交流活動＞ 

２０１１年３月から２年間にわたり継続した東日本大震災被災者支援活動でできた縁を大切にしながら、仮

設住宅でのイベントや登米市にある横山不動尊を中心とした地域のイベントを通じて訪問交流活動を実施し

ました。 

  ◇横山不動尊厄流しそうめんへの協力  ◇横山不動尊秋の太鼓祭りへの協力   

日時：２０１６年８月６日（土）～８日（月）    日時：２０１６年９月１７日（土）～１９日（月）  

内容：厄流しそうめんでのかき氷の提供   内容：参加者へのかき氷・お茶接待  

※上記以外にも、仮設住宅での食事会やミニイベント、登米市や南三陸町での取り組みに事務局が参

加・協力させていただいております。 
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     ＜東日本大震災支援全国ネットワークへの参画＞ 

 東日本大震災支援全国ネットワーク（ＪＣＮ）の世話人団体の一つとして、ＪＣＮの取り組みに参画、および

参加・協力しました。特に広域避難者支援活動においては、都内での取り組みに対し、広域避難者支援

連絡会ｉｎ東京として積極的に参画すると同時に、都内で実施された「Ｗａｌｋ ｗｉｔｈ 東北」プロジェクトや風

化防止イベント（「東北これから会議」等）に参加・協力しました。 

      ◇世話人団体定例会 ：２ヶ月に一度開催 

      ◇広域避難者支援活動 ：避難者支援の総合窓口・コーディネート/避難者支援の場づくり 等 

      ◇Ｗａｌｋ with 東北キャンペーン 

 

 

 

広域避難者支援活動（広域避難者支援連絡会ｉｎ東京での取り組み） 

広域避難者の課題は、東日本大震災から６年を経過した今、非常に個別化（家庭事情等）し見えにくく、深刻

化（健康面への影響等）し、ボランティア活動だけでは支援しにくくなってきているといえます。また、２０１７年３

月には自主避難者への住宅供与期間が終わり、広域避難者を取り巻く環境はますます厳しくなっています。そ

んな中、東京災害ボランティアネットワークは、「広域避難者支援連絡会ｉｎ東京」の一員として、広域避難によっ

てつながりが切れてしまった当事者の方々のつながりを再構築すると同時に、支援団体の方々と新たなつなが

りを構築できる場づくりを中心とした支援活動を実施してきました。 

    

    ＜定例会議の開催＞ 

連絡会参加団体や関係団体が情報交換する場として、また連絡会企画の検討をする場として、２０１６年度

は２０１６年４月から２０１７年３月まで、毎月の定例会議を開催しました。 

第０１回定例会 ２０１６.０４.１４ ２０１５年度事業・決算報告、/２０１６年度事業計画について 等 

第０２回定例会 ２０１６.０５.１２ 当事者団体協働事業について/シンポジウムについて 等 

第０３回定例会 ２０１６.０６.０９ 総会を兼ねて実施 

第０４回定例会 ２０１６.０７.１４ 当事者団体との協働事業進捗、シンポ（第１３回ＭＴＧ）について 等 

第０５回定例会 ２０１６.０８.０４ 当事者団体との協働事業進捗、シンポ（第１３回ＭＴＧ）について 等 

第０６回定例会 ２０１６.０９.１０ 当事者団体との協働事業進捗、シンポ（第１３回ＭＴＧ）について 等 

第０７回定例会 ２０１６.１０.１３ ふれあいＦＥＳ進捗、シンポ（第１３回ＭＴＧ）について 等 

第０８回定例会 ２０１６.１１.１０ ふれあいＦＥＳ振り返り、第１４回ＭＴＧについて、クローズドＭＴＧについて等 

第０９回定例会 ２０１６.１２.１０ お正月準備の会進捗、第１４回ＭＴＧ進捗 等 

第１０回定例会 ２０１７.０１.１４ 第１４回ＭＴＧ進捗、お正月準備の会振り返り 等 

第１１回定例会 ２０１７.０２.０９ 第１４回ＭＴＧ振り返り、クローズドＭＴＧについて、来年度事業について 等 

第１２回定例会 ２０１７.０３.１０ 第１５回ＭＴＧについて、来年度事業計画と予算について 等 

 

（※）広域避難者支援連絡会は、２０１３年１月の準備会を経て、２０１３年４月に発足していますが、組織

的な体制を持たずに活動してきましたが、２０１４年６月に組織体制を確立しました。 

 

 

   ＜総会の開催＞ 

     日時：２０１６年０６月０９日 １０:００～１０:３０ 

     場所：東京ボランティア・市民活動センター会議室 

     議題：２０１５年度事業報告/２０１５年度決算報告 

         ２０１６年度事業計画/２０１６年度予算計画/２０１６年度役員選任に関する事項 
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＜広域避難者支援ミーティングｉｎ東京の開催＞ 

広域避難者支援活動を実施している団体や避難当事者団体の交流・連携を促すための情報交換の場、

様々な支援手法・アイデアを共有し支援の充実を図る場として、広域避難者支援ミーティングｉｎ東京（ＭＴＧｉ

ｎ東京（※））を開催しました。 

      

◇第１３回ＭＴＧin 東京 日時：２０１６年９月１６日（金） 場所：東京ＹＷＣＡカフマンホール 

内容：避難者からの話題提供/パネルディスカッション 

参加：１１９名 

     ◇第１４回ＭＴＧｉｎ東京 日時：２０１７年２月１日（水） 場所：全水道会館会議室 

                    内容：支援団体からの事例報告/情報交換会 

                    参加：５５団体８３名 

     ◇第１５回ＭＴＧｉｎ東京 日時：２０１７年３月２２日（水） 場所：ＴＶＡＣ会議室 

                    内容：参加した当事者団体の取り組み報告/広域交流会報告 

                    参加：２１団体２４名 

                    ※第１５回ＭＴＧｉｎ東京は、当事者団体を中心としたクローズド会議として実施 

          

（※）第１回ＭＴＧｉｎ東京は２０１３年３月に、第２～４回のＭＴＧｉｎ東京は２０１３年度に、第５～８回のＭＴＧｉ

ｎ東京は２０１４年度に、第９～１２回のＭＴＧin東京は２０１５年度に開催しています。 

  

 

    ＜当事者団体との協働事業の実施＞ 

避難当事者団体同士のネットワーク作りをさらに進めるため、この間連携している都内にある当事者団体と協

働して具体的な交流プログラムを実施しました。なお、これらの事業は、当事者団体と連絡会で実行委員会

を設置し、連絡会が実行委員会事務局を担いました。 

 

◇避難者と支援者による「ふれあいフェスティバル」 

  日時：２０１６年１０月２３日（日） １０:３０～１５:３０ 

場所：都立光が丘公園 

内容：都内の当事者団体同士の交流 

参加：５６５名（避難者：２４７名 支援者：３１８名） ※受付で確認できた方のみ 

 

◇お正月準備の会ｉｎ町田 

日時：２０１６年１２月２６日（月） １０時３０分～１４時００分 

場所：町田シバヒロ 

内容：お餅つき/浪江焼きそばの提供/お楽しみ抽選会 等 

参加：２９７名（避難者：１６１名 支援者：１３５名） ※受付で確認できた方のみ 

 

 

    ＜情報収集と発信＞ 

     メールマガジンの配信やホームページでの情報発信を実施しました。 

※広域避難者支援連絡会ｉｎ東京ホームページ http://kouikihinan-tokyo.jimdo.com/ 

 

    ※広域避難者支援連絡会ｉｎ東京（１３団体） 

      （構成団体）荒川区社会福祉協議会／いたばし総合ボランティアセンター／AAR Japan[難民を助ける会]

／金光教首都圏災害ボランティア支援機構／災害復興まちづくり支援機構／全労済（全国労働者共
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済生活協同組合連合会）／ 中央労働金庫／東京足湯プロジェクト／東京災害ボランティアネットワ

ーク／東京都生活協同組合連合会／東京ボランティア・市民活動センター／東京労働者福祉協議

会／連合東京                                              （５０音順） 

              

 

伊豆大島復興支援活動（大島復興交流プログラムの実施） 

伊豆大島支援活動は、東京都災害ボランティアセンターの一員として東災ボも活動を実施してきました。２０１

４年３月からは、「大島復興支援東京ボランティアセンター」の構成団体として、大島社会福祉協議会をはじめ

とする島民の方々や関係団体と共に復興交流プログラムを実施しました。 

 

＜大島復興交流プログラム＞ 

 日時：２０１６年１１月４日（金）～１１月６日（日） 二泊三日（船中泊一泊含む） 

 場所：伊豆大島 （福祉祭り会場、および被災地域等） 

 内容：初  日：福祉祭り（大島社協主催）のお手伝い/島民との交流 

     二日目：町役場職員から復興に向けた町役場の取り組み説明/被災地域の散策（島民による語り部）等 

 参加：島外参加者２０名（関係団体を通じての募集で公募はなし） 

 主催：大島復興支援東京ボランティアセンター 

      （構成団体）大島社会福祉協議会、国際協力 NGO センター（JANIC）、シャンティ国際ボランティア会

（SVA）、東京ボランティア・市民活動センター、東京 YMCA、日本青年会議所関東地区東京ブロ

ック協議会、ピースボート災害ボランティアセンター、東京災害ボランティアネットワーク 

 協力：東海汽船、グローバル・ネイチャー・クラブ、大島町復興推進室、愛らんどセンター御神火温泉 

 

 

みやけじま＜風の家＞を通じた三宅島交流活動 

２００５年の年末から始まったこの「三宅島年末お掃除ボランティア活動」も２０１６年で１２回目となりました。

２００５年２月から８月まで約半年間におよんだ帰島支援ボランティア活動。多くのボランティアの方々に参加

していただき、支援する者と支援される者の壁を超えた交流を持つことができました。２００５年１０月に、復興

支援として、島民の加齢と島の高齢化課題に取り組む試みとして島民自身が運営している「みやけじま＜風

の家＞」とともに、もちつき会や恒例の年末お掃除ボランティア活動等を通じて交流の場を持つことができまし

た。 

 

＜みやけじま風の家 交流もちつき会＞ 

 日 時： ２０１６年１０月０８日（土） 

場 所： 三宅島 （みやけじま＜風の家＞内） 

 内 容： 餅つき会 等 

 参 加： ７名（東京からの参加者のみ） 

 主 催： みやけじま＜風の家＞ 

 

＜三宅島年末お掃除ボランティア＞ 

  日 時： ２０１６年１１月２５日（金）～１１月２７日（日）：１３名 

  ２０１６年１２月１６日（金）～１２月１８日（日）：２４名 

  場 所： 三宅島 

  内 容： お掃除ボランティア/島民ボランティアによる島内一周視察 

  参 加： ３７名（東京からのボランティア参加者のみ） 

主 催： みやけじま＜風の家＞／東京災害ボランティアネットワーク 
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三宅島噴火災害や東日本大震災の被災地（宮城県南三陸町）をはじめ、２０１３年１０月の伊豆大島土砂災害

や２０１５年９月の茨城県常総市水害、そして２０１６年４月の熊本地震と、東災ボが関わる被災地が増えてきてい

ます。 

これまで、都内はもとより、関東近県での被災地では、現地でのボランティア活動を実施してきましたが、２０１６

年の熊本地震では、被災地での取り組みが物理的に難しいと判断し、都内での募金活動を様々な団体と連携し

て実施しました。 

都内の社会福祉協議会（ボランティアセンター）や各区市町村内の地域団体をはじめ、生協、連合等、都域で

活動する団体が連携した取り組みを実施することができました。 

ただ、募金先の決定（義援金か支援金か）、募金活動のボランティア募集（他団体と一緒に募金活動をするこ

とに慣れていない）等、多様な団体が連携して取り組むための課題も見えてきました。 

 

 

 

＜事務局の移転＞ 

東災ボ事務局を設置させていただいている東京都生協連会館の改築に伴い、東災ボ事務局は２０１４年１２月～

２０１６年１０月まで新宿区へ移転していましたが、東京都生協連の新会館完成に伴い、事務局が移転しておりま

す。 

 

◆東京災害ボランティアネットワーク事務局  

住所：〒１６４-００１１中野区中央５-４１-１８東京都生協連会館３階 

電話：０３-６３０４-８６６７  ＦＡＸ：０３-３３８３-７８４０  Ｅ-ｍａｉｌ ｏｆｆｉｃｅ＠ｔｏｓａｉｂｏ.ｎｅｔ 

 
 

＜情報発信＞ 

これまで滞っていた東災ボＴＩＭＥＳの定期発行を目指していきましたが、常駐の事務局員が１人となり、２０１６年

度は発行することができませんでした。 

 

＜組織体制の強化＞ 

事務局の体制が変わって２年目となった２０１６年度、毎月の実施予定であった事務局会議は開催できましたが、

役員会は２０１６年４月の開催のみとなり、運営委員会は開催できませんでした。 


